
納涼盆踊り大会

第
62
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
（
社
明
運
動

津
別
町
推
進
委
員
会
）
の
入
選
作

品
が
決
ま
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。(

最
優
秀
賞
の
み
掲
載)

小
学
生
の
部
　
大
矢
根
聖
人
く
ん

「
み
ん
な
に
は
　
笑
顔
の
た
ね
を
　
　

あ
げ
よ
う
ね
」(

活
汲
小
４
年)

中
学
生
の
部
　
藤
原
美
優
さ
ん

「
つ
な
げ
よ
う
　
未
来
に
向
か
う
　

思
い
や
り
」(

津
別
中
１
年)

一
般
の
部
　
　
近
藤
秀
樹
さ
ん

「
手
を
つ
な
ぎ
　
心
つ
な
い
で
　

育
て
あ
い
」(

本
岐)

道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内

容
を
審
査
す
る
制
度
が
、「
北
海
道

苦
情
審
査
委
員
制
度
」
で
す
。

皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、「
苦
情
審

査
委
員
」
が
中
立
的
な
立
場
で
道

の
機
関
に
対
し
、
必
要
な
調
査
等

を
行
い
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
道

の
業
務
に
不
備
な
点
や
制
度
に
問

題
が
あ
る
と
き
は
、
道
の
機
関
に

是
正
や
改
善
を
求
め
ま
す
。
審
査

結
果
は
お
よ
そ
２
か
月
で
す
。

皆
さ
ん
自
身
の
利
害

に
か
か
わ
る
苦
情
で
あ

れ
ば
、「
苦
情
審
査
委

員
」
に
申
立
て
が
で
き

ま
す
。

申
立
て
方
法
は
、
苦

情
申
立
書
（
道
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に

苦
情
等
を
記
載
し
、
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ

ー
ル
で
。

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
総
合
政
策
部

知
事
室
道
政
相
談
セ
　

ン
タ
ー

†
０
１
１-
２
０
４-

５
０
２
２
　

（
内
線
21-
７
０
６
）

「
北
方
領
土
返
還
要
求
強
調
月
間
」

に
伴
い
、
北
方
領
土
返
還
要
求
の

署
名
コ
ー
ナ
ー
を
次
の
場
所
に
設

置
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

設
置
期
間
　

８
月
１
日(

水)

〜

８
月
31
日(

金
）

設
置
場
所
　

役
場
　

正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

※
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
、
政
府
要
求
・
請
願

用
に
し
か
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
０
８
）

全
道
の
里
親
が
一
同
に
集
う

「
北
海
道
里
親
研
修
大
会
」
が
、
８

年
ぶ
り
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
一
般
参
加
も
自
由

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
里
親
制
度
に

触
れ
る
機
会
と
し
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

大
空
町
出
身
の
講
談
師
・
神
田

山
陽
さ
ん
の
特
別
講
演
も
あ
り
ま

す
。

日
　
時

９
月
９
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
途
中
参
加
可
）

場
　
所

北
見
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

（
北
見
市
泉
町
１
丁
目
２
　

番
22
号
　
†
０
１
５
７-

31-
０
９
０
９
）

入
場
無
料
・
予
約
不
要

内
　
容

◎
午
前
11
時
か
ら
特
別
講
演

演
題
　
「
家
族
と
私
〜
私
が
生

ま
れ
育
っ
た
家
庭
」

講
師
　
講
談
師
・
神
田
山
陽
氏

◎
午
後
１
時
15
分
か
ら
全
体
会
議
　
　

「
私
に
と
っ
て
家
族
と
は
」

主
　
催

北
海
道
、
全
国
里
親
会
、

北
海
道
地
区
里
親
会
連
絡
協
議
　

会
、
く
る
み
里
親
会

問
い
合
わ
せ
先

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
北

見
児
童
相
談
所
）
担
当
　
横
堀

†
０
１
５
７-

24-

３
４
９
８

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

標
語
入
賞
作
品
発
表

知
っ
て
い
ま
す
か
？

道
の
「
苦
情
審
査
委
員
制
度
」

北
方
領
土
返
還
要
求

署
名
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

こ
う
し
た
架
空
請
求
に
対
し
て
は
　
必

要
に
応
じ
て
電
話
の
受
信
・
着
信
拒
否
機

能
の
利
用
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
変
更
を

行
い
、
事
業
者
と
は
一
切
、
連
絡

を
取
ら
ず
に
無
視
す
る
こ
と
で
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
子
ど
も
た

ち
の
間
に
も
急
速
に
普
及
し
て
い

ま
す
。
安
全
に
使
用
す
る
た
め
に
、

ス
マ
ホ
用
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
や
ウ
ィ
ル
ス
対
策

ソ
フ
ト
を
入
れ
る
な
ど
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談
は

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時 産業振興課

商工観光担当
†76－2151
（内線258）

A

ス
マ
ホ
で
ア
ダ
ル
ト
料
金
を
請
求
さ
れ
た
！

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
多
機
能
付

き
携
帯
電
話
）
で
無
料
の
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
を
見
つ
け
、
動
画
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
突
然
、「
ご
登

録
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

９
万
８
千
円
を
お
支
払
い
く
だ

さ
い
」
と
請
求
す
る
画
面
が
出

た
。
退
会
希
望
の
メ
ー
ル
を
送

る
と
、
業
者
か
ら
「
電
話
す
る

よ
う
に
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
届

き
、
電
話
連
絡
し
た
と
こ
ろ

「
登
録
済
な
の
で
退
会
す
る
に

も
料
金
が
か
か
る
」
と
言
わ
れ

た
。
有
料
を
確
認
で
き
る
画
面

は
な
か
っ
た
の
だ
が
請
求
画
面
は

消
え
な
い
し
、
何
度
も
請
求
メ
ー

ル
が
届
く
。

Q
Q
&

Q
＆
�

消
費
生
活
相
談
�

８月は

運動強調月間

北
海
道
里
親
研
修
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

◎高校生に酒類を提供

６月13日、高校生に酒類を提供した美幌町内の飲食

店店長を警察で逮捕しました。店長は、６月９日の夜、

予約を受けて集まった20名の客が高校生であることを

知りながら、注文に応じてお酒を提供していました。

飲酒したのは、部活やテストの打ち上げと称して集ま

ったオホーツク管内の高校生で、一部の生徒は店長と

知り合いでした。未成年者の飲酒はもちろんですが、

未成年者への酒類の提供は法律で禁止されています。

絶対にやめましょう！

◎自転車盗の発生

6月11日、ＪＲ美幌駅駐輪場において、鍵をかけず

に駐輪していた自転車が盗難被害に遭いました。また、

６月15日に、自転車のタイヤをパンクさせられる被害

も発生しています。駐輪場で不審な行動をしている人

物を見かけたら、ただちに警察に通報しましょう。

見
え
て
い
ま
す
か

ま
わ
り
の
危
険

夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
に
入
る
と
、

自
動
車
の
長
距
離
運
転
の
機
会
が

増
え
て
き
ま
す
。
土
地
勘
の
な
い

旅
行
先
で
、
案
内
標
識
を
探
す
の

に
夢
中
に
な
っ
た
り
、
地
図
を
見

な
が
ら
運
転
し
た
、
と
い
う
経
験

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
そ
ん
な
時

の
運
転
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

目
標
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る
あ
ま

り
、
周
囲
へ
の
注
意
力
が
散
漫
な
、

い
わ
ゆ
る
「
わ
き
見
運
転
」
に
な

っ
て
い
た
の
が
分
か
る
と
思
い
ま

す
。

ま
た
、
長
距
離
で
の
単
調
な
運

転
が
続
く
と
、
次
第
に
注
意
力
は

低
下
し
、
何
も
考
え
な
い
状
態
に

陥
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
早
め
に

休
憩
す
る
な
ど
し
て
、
意
識
的
に

気
分
転
換
に
努
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

こ
の
時
期
は
、
自
動
車
の
交
通

量
は
も
ち
ろ
ん
、
歩
行
者
や
自
転

車
利
用
者
も
増
え
て
き
ま
す
。
子

ど
も
や
高
齢
者
を
事
故
か
ら
守
る

た
め
、
普
段
以
上
の
注
意
を
払
い
、

自
動
車
を
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

住民企画課
住民企画
グループ

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

◎毎年好評のアメリカン盆ダンス

◎目指せ！優勝賞金　子ども・大人仮装盆踊り

◎津別の特産品が当たるお楽しみ抽選会

●会　場　　　　津別神社境内　

●仮装申し込み　当日会場で受け付けます

●問い合わせ先　津別観光協会事務局（役場内）

†76－2151（内線315）

８月15日（水）午後７時から

楽しい仮装に会場内は笑いでいっぱい

8月は、町道民税第２期
国保税第３期の納入月です

口座振替をご利用の方は預金口座の残高を確認し

てください。

納期限は８月31日

問い合わせ先 † 76－2151税務担当（内線220・221）
収納担当（内線218）

HP http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/dsc/kujyou.htm

メール　kujyou.koueki@pref.hokkaido.lg.jp

FAX 011-241-8181

神田山陽氏

消

防

団

員

募

集

津
別
消
防
団
で
は
、
消
防
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
地
域
を
知
る
あ
な
た
だ
か
ら
こ

そ
、
地
域
防
災
の
要
と
し
て
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

消
防
団
と
は
？

市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
で
、
消

防
署
と
連
携
し
て
地
域
を
守
り
ま
す
。

消
防
団
員
の
立
場
は
？

消
防
団
員
は
権
限
と
責
任
を
有
す
る
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

活
動
の
内
容
は
？

消
防
署
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
平

常
時
は
各
種
訓
練
や
予
防
活
動
を
行
い
、

火
災
時
は
消
火
活
動
、
地
震
や
風
水
害

時
に
は
救
助
・
救
出
等
を
行
い
ま
す
。

入
団
資
格
は
？

・
津
別
町
に
居
住
し
て
い
る
人

・
年
齢
18
歳
以
上
の
健
康
な
人

ま
ず
は
お
電
話
を
！

問
い
合
わ
せ
先

津
別
消
防
署
　
†
76-

２
１
８
９

対 象 者 就労意欲のある障がい者

実施期間　平成25年３月15日まで

問い合わせ先

最寄りの公共職業安定所

又は、北海道障害者職業能力開発校

（砂川市焼山60番地）

†0125－52－2774 FAX0125－52－9177

国立北海道障害者職業能力開発校
入校前適性相談の実施について

※悪天候の場合、16日午後７時に順延となります。

Ｑ


